
令 和 ８ 年 度 事 業 計 画 

 

 令和８年度における事業計画は次のとおりとする。 

 

Ⅰ 事 業 方 針 

 

 公社は、「神戸市域の農漁業の振興および里山・農村地域の活性化に資する事業を実施する

ことにより、市民福祉の向上と市域農漁業および里山・農村地域の発展に寄与する。」という

定款の目的および神戸市から示された外郭団体のミッションを達成するため、ガバナンスの

強化、法令や公社諸規程の遵守等に取り組むとともに、経営改革プランの進捗管理を行い、

神戸市の農漁業振興施策の一翼を担う事業を展開していく。 

 

 

Ⅱ 事 業 計 画 

 

１．里山・農村地域活性化事業                  １４３，１３１千円 

都心に隣接する神戸ならではの里山・農村を活かした持続可能な農業および里山再生と快

適な里山暮らしを実現するため、農業の担い手育成、里山・農村エリアへの移住や起業の促

進、放置竹林対策として竹林管理等に取り組む。 

 

① 多様な担い手の育成 

多様な担い手の育成や里山・農村地域への移住・起業等を促進するため、働きながらでも

可能な短時間の農業研修を受けることで、小規模な農地を借りることができる「神戸ネクス

トファーマー制度」や、農村地域での起業や事業づくりに特化した創業支援プログラム「神

戸農村スタートアッププログラム」事業を実施する。 

また、これまで培ってきた果樹栽培に関する知識を活かした「こうべ果樹の就農学校」や、

市内産の給食用野菜（ジャガイモ・タマネギ・ニンジン）を栽培する「こうべ給食ファーマ

ー」の育成研修を実施するほか、スマート農機の普及推進を目的に、ラジコン草刈機等の貸

出を行う。 

さらに、耕作放棄地の発生等を防止するため、農業者以外の団体が行う農業体験を通じた

レクリエーション活動等、多様な利用ができる「だれでも農園」事業を実施する。 

 

② 空き家の活用 

農村地域に新たな人を呼び込み、地域を活性化させるため、移住希望者と農村地域をつな

ぐ「農村定住促進コーディネーター」や空き家の掘り起こしを担う「里山農村版空き家おこ

し協力隊」の配置、空き家所有者への意向確認の強化、「「移住起業ワンストップ相談窓口」の

運営を行う。 

また、移住体験施設の運営や空き家改修費への支援を行う等、空き家の活用に取り組む。 

 

③ 里山資源循環の仕組みづくり 

里山の保全および地域資源の活用を推進するため、放置竹林を伐採「・工 し、家畜の敷料・

堆肥等の農業利用を進めるほか、茅場の育成等を行う。 

 



④ ＳＤＧｓの取り組み 

持続可能な農漁業の推進および里山・農村地域の活性化に寄与する先進的で創造性に富ん

だ市民や市内事業者による活動に対して、「「ＫＯＢＥ里山ＳＤＧｓ活動支援補助金」による支

援を行うほか、最新の栽培技術を取り入れた米作りによる持続可能な農業モデルの実証事業

や、古代小麦の栽培を通じた耕作放棄地の再生に取り組む。 

また、こうべアグリパークにおいて、ＳＤＧｓぶどう畑の管理を行うとともに、園内の上

水・散水の管理を行う。 

 

 

２．施設管理運営に関する事業                １，１５６，１９３千円 

 

（1）六甲山牧場（指定管理者事業）               「５１９，２４６千円 

神戸を代表する自然豊かな観光牧場として、適切な施設の管理や防疫対策の徹底に努める

とともに、「楽しみ方いろいろ、五感を満たす体感型牧場」をコンセプトに、動物とのふれ

あいや、シープレース・蹄鉄投げ大会等の参工型イベントに取り組む。 

特に、令和８年度は、開園から 50 周年を迎えることから、さらなる集客増工をめざし、

各種イベントの充実をはかる。  

また、神戸ビーフの素となる但馬牛の繁殖事業を行い、素牛の供給や適正な飼育管理を行

うとともに、学習の場として和牛教室を開催する。 

 

① 六甲山牧場管理運営事業                  ２２８，９３２千円 

ア 入場料金徴収業務 

入場料金         137,130 千円 

入場者数         330,000 人 

 

   イ 駐車場料金徴収業務 

駐車料金         「74,436 千円 

駐車台数  大型車      190 台 

普通車    「81,500 台 

合 計    「81,690 台 

   ウ 但馬牛飼育業務       「17,366 千円 

 

② 六甲山牧場自主事業                    ２９０，３１４千円 

ア 売店 

収入金額        177,960 千円 

（内 訳） 

チーズ館売店      74,944 千円 

ロコロコ（北売店）   55,416 千円 

商品外販        47,600 千円 

   イ テナント 

収入金額         「34,535 千円 

      （内 訳） 

レストラン神戸チーズ   8,385 千円 



レストランシープベル   5,005 千円 

ミルクカフェカウベル   5,200 千円 

カフェデルパパ      6,045 千円 

ヒュッテ（南売店）    9,900 千円 

   ウ チーズ製造     製造個数 19,000 個 

   エ まきば夢 房 

収入金額         「20,403 千円「「「「利用人数 21,160 人 

   オ ポニー引き馬 

収入金額         「14,925 千円  利用人数 22,800 人 

カ その他 

収入金額         「42,491 千円 

 

（2）平磯海づり公園（指定管理者事業）            「「 １１０，６９１千円 

利用者の安全を重視した運営を行うとともに、集客力を向上させるため、釣り関係業界等

とのタイアップイベントや初心者向けの釣り教室を充実させるほか、釣りのハイシーズンの

ナイター営業や、稚魚の放流による釣果向上対策を行う等、利用者サービスを拡充させる。「 

また、子ども向けのイベントや小中学生無料招待を実施するほか、アウトドアブランドと

連携したバーベキュー場の通年利用や校外学習利用時の釣り指導の充実をはかる等、新たな

層の集客に取り組む。 

 

① 平磯海づり公園管理運営事業                 ７５，３１２千円 

ア 入場料金徴収業務 

入場料金         「55,149 千円 

入場者数         「65,800 人 

   イ 駐車場料金徴収業務 

駐車料金         「20,163 千円 

駐車台数         「29,500 台 

② 平磯海づり公園自主事業                   ３５，３７９千円 

 ア 売 店 

収入金額         「32,977 千円 

    （内 訳） 

売 店         「31,457 千円 

自動販売機        1,520 千円 

 イ 活魚販売 

収入金額          1,712 千円  販売尾数 「 600 尾 

 

 ウ その他 

収入金額           690 千円 

 

 

 

 

 



（3）水産体験学習館（指定管理者事業）               １６，１７０千円 

漁業への理解増進や魚食普及をはかるため、様々な水産体験や食体験を実施する。具体的

には、栽培漁業センターや神戸フィッシャリーナと連携した稚魚の放流体験や塩・カマボコ

づくり等の食づくり体験を実施するほか、映像視聴や 作等の参工型体験学習を通じて、子

どもが楽しく海や魚のことを学習できるプログラム「オーシャンキッズラボ」を実施する。 

また、六甲山の市立自然の家と連携した、海と山の繋がりを学習する体験プログラムの実

施による校外学習利用の促進をはかる等、利用者の増工に努める。 

 

① 水産体験学習館管理事業                   １１，７２７千円 

 

② 水産体験学習館自主事業                    ４，４４３千円 

ア 売 店           1,953 千円 

   イ 自動販売機        「「1,270 千円 

   ウ 体験学習         「「1,220 千円  利用者数 「2,400 人 

 

（4）フルーツ・フラワーパーク                  ３７８，０９８千円 

適切な施設管理を行うほか、市内農家へのイチゴやユリ等のウイルスフリー苗の供給やフ

ルーツガーデンでの果物狩りに工えて、花壇に四季を通じて市内産花壇苗を植栽する等、農

業振興に取り組む。 

また、各テナント事業者との連携を強化し、集客力や物販の向上に取り組むことにより、

道の駅全体の賑わい創出をはかる。 

 

① フルーツ・フラワーパーク管理事業             ２５６，０１５千円 

  「入場者数        1,325,000 人 

 

② フルーツ・フラワーパーク自主事業             １２２，０８３千円 

ア「売 店           38,500 千円 

イ「自動販売機         「2,168 千円 

ウ「テナント          27,792 千円 

エ「その他           53,623 千円 

 

（5）神戸市西部域漁港                       ７２，２２８千円 

兵庫区、長田区、須磨区および垂水区内にある漁港等の緑地管理、清掃、道路・通路管理、

監視・保安警備等を実施する。 

 

（6）栽培漁業センター                       ５９，７６０千円 

持続可能な漁業を推進するため、市域沿岸域に適した定着性のある魚介類として、ヒラメ・

マナマコ・アサリの種苗生産に工え、マコガレイを試験生産し、稚魚の中間育成・放流を実

施するほか、新規魚種の種苗生産技術開発に取り組む。 

また、小学生を対象とした授業の一環として、施設見学の受け入れを実施する。 

 

 

 



３．自主事業          「                １９７，８９９千円 

 

（1）ぶどう栽培・・醸造支援事業                  １０４，１４０千円 

神戸産ワイン用ぶどうの栽培支援および生産者からの買取り・販売を行う。「 

また、ワイン事業を承継した白鶴酒造株式会社へのワイン製造の技術支援を行う。 

ワイン用ぶどう収穫量     「220ｔ 

 

（2）有機関連事業    「                   「 ７２「，５０８千円 

化学肥料の使用低減と耕畜連携の推進のため、市内で生産される堆肥（家畜糞尿由来）の

利用促進事業を行う。「 

また、堆肥の活用を推進させるため、ペレット堆肥の製造および市内の農業生産者等への

販売を行う。 

 

 ①「堆肥利用促進事業                      ３５，４５５千円 

  「堆肥購入支援数量       7,320ｔ 

 

②「堆肥ペレット化事業                     ３７,０５３千円 

 「ペレット堆肥製造量       320ｔ 

 「ペレット堆肥販売量       320ｔ 

 

（3）駐車場管理運営事業                      ２１，２５１千円 

 「若宮駐車場（須磨区）     2,873 千円 月極利用台数    「789 台 

 「ＪＲ道場駅前駐車場     「18,378 千円 月極利用台数    「444 台 

                      「時間貸し利用台数 27,500 台 

 

４．ガバナンス強化に向けた取り組み 

法令順守や企業倫理に則った適正な事業運営を行っていくため、コンプライアンス、リス

ク管理、ハラスメント防止の徹底に向けた研修等を充実する等、ガバナンスコードに即した

組織運営を行うとともに、引き続き、ガバナンスの強化に取り組む。 

 

５．外郭団体改革方針に基づく取組み 

令和８年２月、神戸市において、社会経済情勢の変化に応じた不断の外郭団体改革に取り

組み、外郭団体全体の経営資源と運営体制の最適化を一層進めるという方針のもと「外郭団

体改革方針」が策定された。 

同方針において、農政公社は、「重点的見直し対象団体」に指定されており、「市が進める

里山・農村地域の活性化において中心的な役割が期待されるなか、持続的な役割の発揮と、

自主財源の確保等による経営の安定化が必要である。」とされている。 

今後は、同方針に示された方向性の実現に向け、市とともに取組みを進めていく。 

 

 

 


